
 

 

 

 

２０２２年のスタートです！…晴れの門出の日を目指して 

 今年度第２号目の進路通信をお届けします。今年度も，昨年度同様，新型コロナウイルス感染症予防

に配慮しながら，各部で下記の行事を開催しましたので，ご紹介します。 

さて，今年度の進路決定状況は，１月１５日現在で，民間企業への就職内定が４名，大学合格が１名

となっています。最終学年の生徒達は，今後も引き続き，採用試験や公務員試験，入学試験，職場実習

等を予定しています。寒さの厳しい折，感染症予防に努めながら，体調管理に努め，実力を発揮してほ

しいと思います。今年度卒業生の進路に関する詳細は，年度末にお伝えします。 

 

ようちぶ講座（進路編） 9/14（火） 

保護者対象に 9 時 40 分から 10 時 20 分の時間帯で行いま

した。昨年度は多数の保護者の皆さんにご参加をいただきま

したが，今年度は，数名の参加者でこぢんまりとした形で行

いました。幼児たちが「社会人」になるのはまだまだ先の話

です。しかし，現在の本校の進路状況や進路活動の実際を知

っていただくことで，「今，すべきこと」が少しクリアにな

ったり，今後の見通しがもてたりするはずと考えました。「本

校と普通校の進路指導は何が違うの？」「障害者雇用とは？」

というようなお話もさせていただきました。毎年，内容をアップデートしていきますので，再び多数の

皆さんのご参加をお待ちしています。また，内容についてのリクエストもお寄せいただければ，できる

限り対応していきます。 

 

進路講演会 10/29（金） 

５，６時間目に進路指導充実事業として行いました。講師は平成 30年度卒

業生の佐々木千奈実さんと，就労先の上司の安達裕哉さんでした。佐々木さ

んの発表部分では，パーソルチャレンジ株式会社に就労して３年目を迎え，

これまで苦労したことや達成感を感じたことなどを，手話と口話，そしてい

きいきとした表情で語ってくれました。安達さんの発表部分では，社会で働

くために必要な力について，優しい口調ではありましたが，とても現実的な

お話をしてくださいました。参加した専攻科，高等部，中学部の生徒達は，

メモを取りながら真剣なまなざしで講演を聞いていました。事後学習の感想文からは，「コミュニケー

ションで苦労しながらも，今ではコミュニケーションが楽しいと言っていた先輩はすごい。」という声

が多くありました。実際に社会で働いている先輩の経験談は在校生の心に深く突き刺さったようです。

このような企画を，今後も生徒達に届けたいと考えています。 
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中学部 1年職場見学 11/19（金） 

中学部１年生では，職場見学として「カネサ藤原屋」に行きました。事前学習では，見学先につい

てタブレットで調べたり，質問事項を考えたり，見学のマナーについて学習しました。 

当日は，本校卒業生の２名の先輩の仕事をしている様子を見学させていただきました。齋藤和樹先

輩には，直接お話をうかがい，たくさんの質問に答えていただくことができました。「働くこと」につ

いて考えることのできた，とても充実した職場見学になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学部２年職場体験 11/18（木）19（金） 

 例年校外の企業で職場体験を行っていましたが，コロナウイルスの影響により，昨年度に引き続き校

内での実施となりました。給食室，庁務室，小学部，寄宿舎に分かれて，担当の先生方の指示のもと，

先生方が実際に行っている仕事を丸２日間体験させていただく貴

重な機会を得ることができました。『敬語をきちんと使う』『素直

な気持ちを表す』『メモを取る』『集中する』という４つの目標を

掲げて仕事に取り組んだ生徒たちは，「疲れた。」と言いながらも，

達成感に満ちた表情を見せてくれました。この体験を将来の仕事や

自分の生活について考える良いきっかけにしてくれたことと思い

ます。  

 

 

小学部進路研修会 12/15（水） 

 小学部では，冬季休業前の授業参観，学部・学級懇談に合わせて，４年生以上の保護者を対象に進路

研修会を行いました。菅原進路指導部長を講師に迎え，本校の進路の現状や進路に関わる情報を保護者

の皆様に知っていただくことができました。３０分という短い時間でしたが，昨年度の進路状況や在校

生の進路活動に始まり，本校の就職・進学・福祉サービスの現状，障害基礎年金についてと，保護者の

ニーズに応じた充実した内容で，大変好評でした。 

 


